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令和５年度（公財）千葉県消防協会事業報告書 
 

令和 5 年 4 月１日～令和 6 年 3 月 31 日 

 

近年の自然災害は甚大化・多様化しており、東日本大震災以降も、地震、集中  

豪雨、台風、火山噴火、豪雪等による大規模な災害が多発し、全国各地に甚大な  

被害をもたらしています。令和６年元旦に発生した能登半島地震は震度７の大地震

により、多くの尊い人命と貴重な財産が失われ、本県においても令和５年５月には  

木更津市で震度５強、銚子市や旭市で震度５弱の地震が発生するなど全国各地で 

地震が頻発しています。また、９月には台風第１３号の接近に伴う大雨により、  

茂原市をはじめ広範囲で多数の住家等が浸水するなど多くの方が被災されました。 
４年目を迎えた新型コロナウイルス感染症は、５類移行に伴い行動制限が緩和 

されたものの、引き続き消防・防災活動に影響を与えました。 
こうした中で、消防防災の要である常備消防及び消防団の一層の充実強化が求め

られており、当協会としても、平成２５年に制定された「消防団を中核とした地域

防災力の充実強化に関する法律」の趣旨を踏まえ、時代に対応した総合的な消防  

防災対策の充実強化を図っていくため、令和５年度についても、消防組織の消防  

防災能力の向上に資する公益目的事業、消防職・団員の福利向上及び弔慰救済等の

相互扶助事業などを実施しました。 
予定していた事業は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、感染 

拡大防止対策を講じながら、全て実施しました。 
 

Ⅰ 公益目的事業 

１ 防災思想普及事業 
災害等から生命、身体及び財産を守り被害を最小限にくい止めるため      

各家庭・企業を問わず県民一人ひとりが常日頃から災害に対する関心を持ち  

出火防止、初期消火、応急救護等の適切な活動が身につけられるよう、知識  

及び技術の普及啓発、防災訓練の充実、防火組織の活動促進等を図った。 

（１）機関誌「消防千葉」の発行 
広く地域住民の消防に対する理解と協力を得るとともに、消防防災思想の 

なお一層の普及を図るため機関誌「消防千葉」を年間８回発行し、市町村を  

はじめ関係機関等に配布した。 
ア 市町村関係            ３４，２００部 
イ 官 公 署             ３，０４０部 
ウ 県内外各種団体・学校・図書館等   ２，７６０部 

計               ４０，０００部 
（２）「千葉県消防操法」の販売 

消防職員及び消防団員の消防技術の向上を図り、迅速、的確かつ実践的な

基本訓練を展開し、火災防御に万全を期するため、教本（第六次改訂版）の

販売を行った。＜令和５年度 販売数３，２８８冊＞ 
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（３）第７４回千葉県消防大会の開催 

消防職員及び消防団員の日頃の献身的な活動や功績を称え、また防災思想

の普及啓発を目的に、令和６年３月２２日（金）に千葉県及び千葉県少年  

女性防火委員会と共催により開催し、消防･防災に功労･功績のあった消防 

機関及び消防功労者に対し表彰を行った。 
令和５年度千葉県消防関係定例表彰授与 

≪ 受 章 者 ≫ 

① 消防庁長官表彰 

        功  労  章                    ６名 

        永年勤続功労章                   ９６名 

② 千葉県知事表彰 

        特 別 功 労 章                  １５名 

        永年勤続功労章                  ６０名 

        感    謝    状（配偶者功労）           ４０名 

        消防団協力事業所感謝状               ５団体 

③ 日本消防協会長表彰 

特別表彰まとい                １機関  

表  彰  旗                １機関 

功   績   章                  ３２名 

        精   績   章                  ７７名 

        勤   続   章                 ３２５名 

④ 千葉県消防協会長表彰 

        特 別 功 労 章                   ９名 

        感    謝    状（配偶者功労）            ２名 

永年勤続功労章                 ２８１名 

        感    謝    状（配偶者功労）          １９１名 

        功   績   章                  ３２名 

表  彰  状                 ７名 

特  別  表  彰                ３機関 

感  謝  状                 ２名  

⑤  千葉県少年女性防火委員会長表彰 

       ・優良幼年消防クラブの部 

         我孫子市：わだ幼稚園幼年消防クラブ 

       ・優良少年消防クラブの部 

         印西市：小林小学校少年少女消防隊 

       ・優良女性防火クラブの部 

         市川市：市川市婦人消防クラブ 

（４）全国火災予防運動の実施 

総務省消防庁が提唱する全国火災予防運動を、千葉県とともに実施した。 

秋季の全国火災予防運動では、千葉県、千葉県少年女性防火委員会の共催

並びに消防（局）本部、（公財）千葉県老人クラブ連合会の協賛により防火 

ポスター１０，１００枚を作成し、消防（局）本部・市町村等に配布した。 
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ア 秋季全国火災予防運動期間  令和５年１１月９日～１１月１５日 

イ 春季全国火災予防運動期間  令和６年 ３月 １日～  ３月  ７日 

ウ 重点目標 

・住宅防火対策の推進 （秋季・春季） 

・特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 （秋季・春季） 

・放火火災防止対策の推進 （秋季・春季） 

・製品火災の発生防止に向けた取組の推進 （秋季・春季） 

・多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底 （秋季・春季） 

・乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進 （秋季・春季） 

・林野火災予防対策の推進 （春季） 

・地震火災対策の推進（春季） 

（５）第４４回九都県市合同防災訓練・千葉県会場の実施 

大規模な地震災害を想定し、行政や各防災機関が連携した救出救助や、  

避難所運営などの実践的な訓練のほか、減災への備えや発災時の対応に  

関する啓発・体験の機会を設けることで、自助・共助・公助の繋がりを強化

し、地域防災力の向上を目的に千葉県、我孫子市と共催で実施した。 

ア 実 施 日 令和５年９月２日（土） 

イ 開催場所 川村学園女子大学（我孫子市） 

ウ 参加機関 約１００機関 

エ 参加人員 約５，０００人 

（６）防災活動団体への助成支援 

火災予防思想の高揚を目指す千葉県少年女性防火委員会及び地域の自主 

防災組織である女性防火クラブ、幼年・少年消防クラブが実施する防火、  

防災活動を助長し、災害の減少及び被害の軽減等を図るため活動費を助成 

した。 

ア 千葉県少年女性防火委員会への支援 

優良な幼年・少年消防クラブ及び女性防火クラブを表彰するとともに  

千葉県と共催で防火・防災のポスターを募集（１，４８４点応募）し、   

優秀作品を表彰するとともに記念品を贈呈した。 

イ 千葉県女性防火クラブ連絡協議会への支援 

     女性防火クラブの会員を対象とした研修会の実施及び会議の開催や 

防火思想の普及啓発活動への支援を行った。 

 

２ 教育訓練事業 

消防・防災能力の拡充のため、消防職員及び消防団員の基礎的・専門的な  

知識と技能の向上、消防操法に関する普及、訓練成果の発表並びに消防関係 

機関の協力・連携等を図った。 

（１）消防団員指導員研修の実施 

昭和４４年度から（公財）日本消防協会の依頼を受け実施している研修で

令和５年度も千葉県消防学校へ指導協力を依頼し、組織活動を行う消防団員

として必要な基礎的技術訓練及び火災防御・現場指揮の向上を図り消防団 

運営の活性化に資するため実施した。 
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ア 実 施 日 令和５年１１月２５日（土）・２６日（日） 

   イ 開 催 場 所 千葉県消防学校 

   ウ 研 修 者 ２８所属３５名 

（２）修学奨励金等の交付 

消防職員及び消防団員の資質の向上を図るため、消防大学校及び千葉県 

消防学校への入校を奨励し、所定の課程を修了又は卒業した者、また日本   

消防協会の実施する所定の研修を修了した者に対して、千葉県消防協会修学

奨励金等贈与規程に基づき修学奨励金等を交付した。 

    令和５年度 交付状況                                  

修  学  課  程 人 員 修学奨励金等 

消 防 大 学 校 
消 防 団 長 科 １ 修学奨励金 

各 課 ４ 記 念 品 

県消防 学 校 

初 任 科 ２７８ 記 念 品 

専 科 ５０７ 記 念 品 

消 防 団 訓 練 １３２ 記 念 品 

日本消防協会 
消防団幹部特別研修及び 

消防団幹部候補中央特別研修 
７ 修学奨励金 

計 ９２９  

（３）第５９回千葉県消防操法大会の開催 

消防操法技術の向上と士気高揚を図るため、県下支部代表チームによる 

千葉県消防操法大会を県と共催（後援：日本消防協会）で開催した。 

ア 開催日   令和５年７月２２日（土） 

イ 開催場所  千葉県消防学校 

ウ 出場チーム ポンプ車操法の部１１チーム 

小型ポンプ操法の部１２チーム 

エ 参加人員  約８００人 

オ 最優秀賞  ポンプ車操法の部  匝瑳市消防団 

        小型ポンプ操法の部 市原市消防団 

（４）第２５回全国女性消防操法大会への参加 

令和５年１０月２１日（土）、東京臨海広域防災公園において消防庁及び 

（公財）日本消防協会が主催、東京臨海広域防災公園が共催（後援 東京都、

（一社）東京都消防協会、東京都消防長会、東京消防庁）する第２５回全国

女性消防操法大会が、新型コロナウイルス感染症拡大による中止を経て４年

ぶりに開催され、本県出場女性消防隊に助成を行った。 

ア 出場チーム 館山市女性消防隊 

イ 成績    優良賞（第８位） 
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（５）第２８回全国女性消防団員活性化石川大会への参加 

令和５年１１月１６日（木）、「いしかわ総合スポートセンター」で第２８

回全国女性消防団員活性化石川大会が開催され、本県からは、石橋会長を  

はじめ千葉市、習志野市消防団など１０消防団４６名と協会事務局が参加 

した。 

（６）令和５年度女性消防団員活性化シンポジウムの開催 

令和６年２月１５日（木）、「ホテルポートプラザちば」を会場に千葉県の  

後援により開催した。研修では「ＳＵＧ（災害対応運営ゲーム）」について

の講義の後、受講生を６名１０班に分け「ＳＵＧ」を体験した。 

＜参加者 ６０名＞ 

（７）諸会議の開催 

消防関係機関との協働、連絡調整、意見交換等のため、諸会議を開催した。 

ア 市町村消防長・消防団長会議の開催 

当消防協会から事業計画、予算等の説明を行うとともに、千葉県防災   

危機管理部、千葉県消防学校及び(公財)日本消防協会から当面する諸問題

等について、意見交換等を行った後、講演会を開催した。 

（ア）開 催 日  令和５年８月１８日（金） 

（イ）開催場所  市原市市民会館 

（ウ）講 演 会 

  ａ 消防団活性化に向けた本県の取組について 

     講師：千葉県防災危機管理部消防課長 室田 泰彦 氏  

  ｂ 消防団員の確保について 

～CIVIC PRIDE～自分たちの街への愛着と誇り～ 

 講師：千葉県消防協会副会長 安達 博 氏 

イ 千葉県消防団活性化検討会の開催 

県消防課で実施した「消防団活動に関するアンケート」結果を踏まえ 

消防団長、学識経験者及び行政関係者で構成する「千葉県消防団活性化 

検討会」を県消防課と共同で設置し、消防団活動と消防操法大会について

現状と課題の分析及び課題解決に向けた取組方針について報告書を作成

した。 

（ア）開 催 日  第１回 令和５年１１月 ６日（月） 

         第２回 令和５年１１月２１日（火） 

         第３回 令和６年 ２月 ６日（火） 

（イ）開催場所  千葉県消防学校 

ウ 地域振興事務所等との消防業務連絡会議の開催 

千葉県防災危機管理部、千葉県消防学校及び当消防協会から、諸事業   

及び連絡事項等の説明を行った。 

（ア）開催日  令和５年４月１１日（火） 

（イ）開催場所 千葉県消防学校 
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３ 弔慰救済事業 

郷土防災の使命を果たしその職に殉じられた御霊を慰め、併せて防災思想の

普及等を図るため、消防殉職者慰霊祭を実施した。 

（１）第５９回消防殉職者慰霊祭の開催 

昭和４年３月｢千葉県殉職消防組員警防団員の碑」として霊を祀って以来 

合祀された殉職者の慰霊は、消防組時代２９柱、警防団時代１１柱、消防（局）

本部・消防団時代５０柱、消防協力者６柱の９６柱を数えるに至っている。 

慰霊碑前で合同慰霊祭を執り行い、郷土防災の使命を果たしその職に殉じ

た御霊を慰め、併せて消防士気の高揚と防災思想の普及に努めた。 

   ア 主  催  公益財団法人千葉県消防協会 

   イ 後  援  千葉県・公益財団法人日本消防協会 

ウ 実 施 日  令和５年１１月２日（木） 

エ 場  所  千葉県消防学校屋内訓練場 

オ 参加人員  約４００人 

 

４ 報償事業 

消防士気の高揚等を図るため、消防防災に功労・功績のあったものに対し  

特別功労章、永年勤続功労章，功績章、功労章、精勤章等の表彰を行った。 

（１）市町村消防出初式での表彰 

令和６年新春の出初式は、１月５日（金）の勝浦市から２月１１日（日）

の成田市まで、県下４８消防団全ての消防団で実施され表彰が行われた。 

（２）千葉県消防大会での表彰 

令和６年３月２２日（金）、千葉市の「青葉の森公園芸術文化ホール」に   

おいて開催され表彰が行われた。                  

・支部別受章者数一覧 

 千葉 東葛飾 印旛 香取 海匝 山武 長生 夷隅 安房 君津 合計 

日本消防協会長 58 172 68 11 22 20 18 19 12 36 436 

特別表彰まとい  1         1 

表  彰  旗   1        1 

功 績 章（一般） 4 6 5 2 2 3 2 2 2 3 31 

功 績 章（女性）  1         １ 

精 績 章（一般） 10 15 13 5 5 7 4 5 5 6 75 

精 績 章（女性） 1 1         2 

勤   続   章 43 148 49 4 15 10 12 12 5 27 325 
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 千葉 東葛飾 印旛 香取 海匝 山武 長生 夷隅 安房 君津 合計 

千葉県消防協会長 153 274 144 45 52 96 55 41 62 66 988 

出初式 61 96 75 33 32 41 23 28 33 39 461 

功  労  章 15 24 19 8 8 10 6 7 8 10 115 

精  勤  章 46 72 56 25 24 31 17 21 25 29 346 

消防大会 92 178 69 12 20 55 32 13 29 27 527 

特別功労章 1 1  1 1  1 1  1 1 1 9 

永年勤続功労章 50 95 38 5 12 36 15 7 9 14 281 

功  績  章 4 6 6 2 2 3 2 2 2 3 32 

表彰状 

個人         7   7 

団体 1    1    1  3 

感謝状 

配偶者 36 76 24 4 5 15 14 3 7 9 193 

全国 

操法 
        2  2 

合    計 211 446 212 56 74 116 73 60 74 102 1,424 

５ 支部活動事業 

（１）支部消防操法大会 

消防知識の一層の普及、消火技術の向上のために地域活動として支部消防  

操法大会を各地区で実施して県消防操法大会への出場チームを選抜した。                

・各支部実施結果 

 
支 部 名 大会開催日 ポンプ車代表団 小型ポンプ代表団 

千葉支部 ６月２５日 習志野市消防団 市原市消防団 

東葛飾支部 ６月２５日 
浦安市消防団 柏 市 消 防 団 

市川市消防団 市川市消防団 

印旛支部 ７月 ２日 
成田市消防団 成田市消防団 

四街道市消防団 印西市消防団 

香取支部 ６月２４日  神崎町消防団 

海匝支部 ６月２５日 匝瑳市消防団 匝瑳市消防団 

山武支部 ６月１８日 九十九里町消防団 横芝光町消防団 

長生支部 ６月２５日 
長生郡市広域市町

村圏組合消防団 

長生郡市広域市町

村圏組合消防団 

夷隅支部 ６月１８日 いすみ市消防団 いすみ市消防団 

安房支部 ６月２５日 館山市消防団 鋸南町市消防団 

君津支部 ７月 1 日 富津市消防団 富津市消防団 
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（２）支部長表彰及び消防防災知識の普及 

消防活動に対する功労・功績と士気高揚のため、優秀な団員に対して  

支部長表彰を行った。また、地域での研修や春・秋の全国火災予防運動に

おいて、消防防災知識の普及を図った。 

 

Ⅱ 収益等事業 

１ 消防団福祉共済事業  

（１）福祉共済制度への加入促進 

 （公財）日本消防協会による全国の消防団員等の相互扶助による共済制度

で、地域の安全・安心を担う消防団員等が安心して消防防災活動を行うこと

ができるようにするための制度であることから、本制度への加入促進を    

図った。本県では、４３消防団の消防団員(２１，０４５人)、消防職員   

４団体(４０３人）、自主防災隊１団体（７人）及び当消防協会（４４人）が

加入している。 

     ・令和５年度の交付実績 

種   類 件 数 金     額 

遺 族 援 護 金 １０ １２，０００，０００円 

生 活 援 護 金 １ １，０００，０００円 

障 害 見 舞 金 ４ １，０４０，０００円 

入 院 見 舞 金 １２１ ４，０４２，５００円 

合  計 １３６ １８，０８２，５００円 

（２）火災共済制度への加入促進 

生活協同組合全日本消防人共済会による全国の消防職員、消防団員及び   

消防関係者等の加入者の不慮の災害による損害を補償するための共済制度

であり、この制度への加入促進を図った。 

・令和５年度 加入者 ２，０９５人 

（３）女性消防隊員等福祉共済制度への加入促進 

（公財）日本消防協会による共済制度であり、女性消防隊員等の福利厚生

を図るため、平成４年度から実施しているもので、隊務以外の災害や疾病に  

対する保障も兼ね備えており、本県では３団体の女性防火・消防クラブ員が

加入している。 

・令和５年度 共済金支給該当者なし 

（４）消防個人年金制度への加入促進 

消防職員及び消防団員がゆとりある将来・安定した将来に備えるため  

（公財）日本消防協会が実施する消防個人年金制度で、その加入促進を図っ

た。 

・令和５年度 加入者 ８８人 
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（５）消防育英会による奨学金の給付 

（公財）消防育英会が実施する奨学金制度で、消防職員及び消防団員が  

殉職又は公務上身体に障害が残った場合及び県民が消防の職務に協力  

援助し同様の被災をした場合、殉職者等の子弟に対し奨学金等を給付する 

制度である。 

・令和５年度 該当者なし 

（６）福祉増進事業助成 

消防団員の健康増進等に資するため（公財）日本消防協会の消防団員等   

福祉共済制度による助成を受け、健康増進機器等の交付及びスポーツ大会等

の経費の一部を助成した。 

ア 健康器具等の購入配布 

      ４８消防団（１消防団２８，３００円以内 合計１，３１８，０００円） 

イ スポーツ行事助成 

       １ 消 防 団（１消防団４５，０００円） 

 

（７）傷病見舞金の贈呈 

弔慰救済金給付規程に基づき職務のため傷病を受けた者等に対し、次の  

とおり見舞金等を贈呈した。 

     ・令和５年度 傷病見舞金 ５人 １１０，０００円 

 

２ 退職者報償事業 

表彰規程に基づき、退団された会員で在職中の功績が特に顕著な者に対し 

次のとおり金盃・感謝状を贈呈した。 

・令和５年度の交付状況              （単位：人） 

支部名 人  数 支部名 人  数 

千 葉 ６７ 長 生 － 

東葛飾 ３８ 夷 隅     － 

印 旛 ３３ 安 房  １１ 

香 取 ９１ 君 津 ５３ 

海 匝 ５２ 協 会 １０ 

山 武 － 計 ３５５ 

 

３ 施設貸与事業 

千葉県消防会館の空き室について有償で貸与する事業であるが、利用は  

なかった。 
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Ⅲ 法人活動事業 

１ 諸会議への出席 

千葉県や（公財）日本消防協会等の諸会議及び諸行事に出席し、情報収集     

意見交換等を行った。 

・千葉県消防操法大会第１回三者会議  令和５年４月 25 日 消防学校 

・千葉県水防協議会幹事会       令和５年４月 27 日 ＷＥＢ会議 

・千葉県操法大会に係る第２回三者会議 令和５年５月 16 日 消防学校 

・第４８回消防救助技術千葉県大会   令和５年５月 25 日 消防学校 

・「防火・防災ポスター展」審査会    令和５年６月 １日 千葉県庁 

・千葉県誕生１５０周年記念式典    令和５年６月 11 日松戸市森のホール 

・日本消防協会評議員会・臨時理事会等    令和５年６月 22 日 日消ホール   

・千葉県操法大会審査員打合せ会議   令和５年６月 23 日 消防学校 

・関東甲信地区消防協会会議      令和５年６月 29 日 山梨県庁 

・千葉県消防学校運営協議会      令和５年７月 18 日 消防学校 

・「防火・防災ポスター展」表彰式    令和５年８月 22 日 千葉県庁 

・全国消防殉職者慰霊祭        令和５年９月 14 日 日消ホール 

・千葉県消防学校運営協議会教育訓練部会  令和５年９月 22 日 消防学校 

・全国消防救助技術大会等実行委員会  令和５年 10 月 16 日千葉市消防局 

・第４７回空気呼吸器装着訓練     令和５年 10 月 30 日 消防学校 

・関東甲信地区消防協会事務局長会議  令和５年 12 月 ７日～８日宇都宮市 

・日本消防協会令和６年度重要施策協議 令和６年 ２月 13 日 日消ホール 

・都道府県消防協会事務局長会議    令和６年 ２月 28 日 日消ホール 

・日本消防協会評議員会        令和６年 ３月 ７日 日消ホール  

・日本消防協会定例表彰式会      令和６年 ３月 ８日 日消ホール  

 

２ 理事会、評議員会等の開催 

〇 令和５年５月２６日（金） 

監事会        開催場所  千葉県消防学校 

          審査事項  ・令和４年度事業報告、収支決算 

          出 席 等  監事全員４名 

 

〇 令和５年５月３１日（水） 

定時理事会    開催場所  ポートプラザちば 

         決議事項 ・副会長の選定基準 

・令和４年度事業報告、収支決算の承認 

・専務理事の選定、顧問の推薦 

              ・評議員会の開催決定 

          報告事項  職務執行状況 

         出 席 等  理事１８名 監事４名 

 

 

 

 

 



11 

 

   〇 令和５年６月２９日（木） 

定時評議員会  開催場所  ポートプラザちば 

        決議事項 ・令和４年度事業報告、収支決算の承認 

              ・理事の選任  

出 席 等  評議員１５名 理事３名 監事１名 

 

〇 令和５年１２月２６日（火） 

臨時理事会   開催場所  ポートプラザちば 

         決議事項 ・千葉県消防会館のあり方 

     ・顧問の推薦 

          報告事項 ・職務執行状況 

              ・消防団活性化検討会 

         出 席 等  理事１６名 監事４名 

 

〇 令和６年３月１１日（月） 

定時理事会   開催場所  ポートプラザちば  

        決議事項 ・令和５年度収支補正予算の決議 

・令和６年度事業計画の決議 

・令和６年度収支予算、資金調達等書類の 

決議 

                 ・評議員会の開催決定 

        報告事項 ・職務執行状況、協会の資産運用 

             ・千葉県消防団活性化検討会 

出 席 等  理事１８名 監事４名 

 

〇 令和６年３月２６日（火） 

臨時評議員会  開催場所  ポートプラザちば 

        決議事項 ・令和５年度収支補正予算の承認 

・令和６年度事業計画の承認 

・令和６年度収支予算、資金調達等書類の 

承認 

            報告事項 ・協会の資産運用 

・千葉県消防会館のあり方 

・消防団活性化検討会 

出 席 等  評議員１５名 理事３名 
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事業報告附属明細書 
 

令和５年度の事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律施行規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足

する重要な事項」が存在しないので作成しない。 

 

 

令和６年５月 

 

公益財団法人千葉県消防協会 



当年度 前年度 増　減

円 円 円

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金 27,609,414 25,517,103 2,092,311

現金 0 0 0

普通預金 27,609,414 25,517,103 2,092,311

未収収益 120 0 120

棚卸資産 1,137,099 2,704,340 △ 1,567,241

　流動資産合計 28,746,633 28,221,443 525,190

2. 固定資産

（1）基本財産

投資有価証券 108,710,000 108,694,145 15,855

定期預金 390,000 405,855 △ 15,855

　基本財産合計 109,100,000 109,100,000 0

（2）特定資産

弔慰引当資産 10,358,256 10,058,256 300,000

会館準備積立資産 24,176,401 24,176,401 0

　特定資産合計 34,534,657 34,234,657 300,000

（3）その他固定資産

建物 6,692,436 7,013,050 △ 320,614

工作物 204,000 272,000 △ 68,000

車両運搬具 1 111,600 △ 111,599

　その他固定資産合計 6,896,437 7,396,650 △ 500,213

　固定資産合計 150,531,094 150,731,307 △ 200,213

　資産合計 179,277,727 178,952,750 324,977

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

（1）未払金 169,781 236,850 △ 67,069

（2）預り金 144,427 112,540 31,887

（3）賞与引当金 1,403,550 1,400,952 2,598

　流動負債合計 1,717,758 1,750,342 △ 32,584

2. 固定負債

　固定負債合計 0 0 0

　負債合計 1,717,758 1,750,342 △ 32,584

Ⅲ 正味財産の部

1. 指定正味財産 0 0 0

　指定正味財産合計 0 0 0

（うち基本財産への充当額） 0 0 0

（うち特定資産への充当額） 0 0 0

2. 一般正味財産 177,559,969 177,202,408 357,561

（うち基本財産への充当額） 109,100,000 109,100,000 0

（うち特定資産への充当額） 34,534,657 34,234,657 300,000

　正味財産合計 177,559,969 177,202,408 357,561

　負債及び正味財産合計 179,277,727 178,952,750 324,977

令和５年度公益財団法人千葉県消防協会決算に関する書類

令和６年３月３１日現在

科 目

（１）貸　借　対　照　表



当年度 前年度 増減

円 円 円

（１）　経常収益

① 基本財産運用益 624,090 678,570 △ 54,480

基本財産受取利息 624,090 678,570 △ 54,480

② 受取会費 270,000 270,000 0

準会員受取会費 270,000 270,000 0

③ 受取補助金等 37,623,363 38,344,151 △ 720,788

受取地方公共団体補助金 28,000,000 28,800,000 △ 800,000

受取日本消防協会補助金 5,896,833 5,757,001 139,832

受取福祉共済事業補助金 3,726,530 3,787,150 △ 60,620

④ 事業収益 6,956,000 1,028,000 5,928,000

機関誌広告料収益 380,000 380,000 0

消防操法販売収益 6,576,000 648,000 5,928,000

⑤ 受取負担金 23,207,130 22,617,170 589,960

受取市町村負担金 13,086,000 15,101,000 △ 2,015,000

受取支部事業負担金 10,009,370 7,402,410 2,606,960

受取消防人共済会負担金 111,760 113,760 △ 2,000

⑥ 雑収益 84,797 1,045,495 △ 960,698

雑収益 82,727 1,045,418 △ 962,691

支部雑収益 2,070 77 1,993

68,765,380 63,983,386 4,781,994

（２）　経常費用

① 事業費 60,054,031 54,946,739 5,107,292

役員報酬 6,561,376 7,084,680 △ 523,304

給料手当 13,382,335 12,721,395 660,940

福利厚生費 3,179,697 2,744,450 435,247

賞与引当金繰入額 1,347,409 1,344,914 2,495

会議費 826,762 807,480 19,282

旅費交通費 1,419,107 687,667 731,440

通信運搬費 1,033,162 762,898 270,264

減価償却費 363,596 359,712 3,884

消耗什器備品費 270,060 242,240 27,820

消耗品費 6,978,523 8,549,716 △ 1,571,193

印刷製本費 2,976,999 2,253,329 723,670

（２）正味財産増減計算書

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

科　　　　目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

経常収益計



当年度 前年度 増減

円 円 円

科　　　　目

燃料費 163,617 158,401 5,216

借損料 5,542,498 3,783,455 1,759,043

諸謝金 50,000 100,000 △ 50,000

退職者報償費 1,161,985 1,308,560 △ 146,575

支払助成金 7,116,813 5,731,849 1,384,964

福祉増進事業助成金 1,768,000 1,562,000 206,000

修学奨励費 715,900 471,200 244,700

図書費 24,366 26,008 △ 1,642

葬祭費 857,871 490,652 367,219

定例表彰費 862,590 1,069,576 △ 206,986

傷病見舞金 110,000 160,000 △ 50,000

報償費 1,774,124 1,560,454 213,670

商品仕入額 1,567,241 966,103 601,138

② 管理費 8,242,188 8,402,456 △ 160,268

役員報酬 250,447 278,651 △ 28,204

給料手当 188,697 206,852 △ 18,155

福利厚生費 273,781 448,815 △ 175,034

賞与引当金繰入額 56,142 56,038 104

会議費 454,750 525,625 △ 70,875

旅費交通費 84,212 77,864 6,348

通信運搬費 337,106 375,446 △ 38,340

減価償却費 84,973 72,587 12,386

消耗什器備品費 2,244 14,630 △ 12,386

消耗品費 941,935 774,600 167,335

修繕費 366,080 19,865 346,215

印刷製本費 49,500 73,150 △ 23,650

光熱水費 473,354 679,307 △ 205,953

貸借料 484,853 477,641 7,212

借損料 1,024,981 1,012,450 12,531

災害保険料 37,510 42,690 △ 5,180

諸謝金 393,650 374,460 19,190

租税公課 129,140 118,200 10,940

手数料 336,383 346,650 △ 10,267

負担金 1,163,897 1,415,795 △ 251,898

委託料 785,400 841,940 △ 56,540

交際費 323,153 169,200 153,953

68,296,219 63,349,195 4,947,024経常費用計



当年度 前年度 増減

円 円 円

科　　　　目

評価損益等調整前経常増減額 469,161 634,191 △ 165,030

基本財産評価損益等 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

469,161 634,191 △ 165,030

（１）　経常外収益

 過年度修正益 0

0 0 0

（２）　経常外費用

 固定資産除却損 111,600 0 111,600

111,600 0 111,600

△ 111,600 0 △ 111,600

357,561 634,191 △ 276,630

法人税、住民税及び事業税 0 0 0

当期一般正味財産増減額 357,561 634,191 △ 276,630

一般正味財産期首残高 177,202,408 176,568,217 634,191

一般正味財産期末残高 177,559,969 177,202,408 357,561

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

177,559,969 177,202,408 357,561

税引前当期一般正味財産増減額

Ⅲ　正味財産期末残高

当期経常増減額

２．経常外増減の部

経常外収益計

経常外費用計

当期経常外増減額



（単位：円）

収１ 他１

施設貸与事業
消防職・団員を対象と
した消防互助事業及び

各種共済事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

① 基本財産運用益 0 0 0 0 0 624,090 624,090

基本財産受取利息 0 0 0 0 0 624,090 624,090

② 受取会費 270,000 270,000 0 0 0 0 270,000

準会員受取会費 270,000 270,000 0 0 0 0 270,000

③ 受取補助金等 30,365,395 30,365,395 0 3,529,450 3,529,450 3,728,518 37,623,363

受取地方公共団体補助金 28,000,000 28,000,000 0 0 0 0 28,000,000

受取日本消防協会補助金 2,365,395 2,365,395 0 3,506,000 3,506,000 25,438 5,896,833

受取福祉共済事業補助金 0 0 0 23,450 23,450 3,703,080 3,726,530

④ 事業収益 6,956,000 6,956,000 0 0 0 0 6,956,000

機関誌広告料収益 380,000 380,000 0 0 0 0 380,000

消防操法販売収益 6,576,000 6,576,000 0 0 0 0 6,576,000

⑤ 受取負担金 19,151,370 19,151,370 0 0 0 4,055,760 23,207,130

受取市町村負担金 9,142,000 9,142,000 0 0 0 3,944,000 13,086,000

受取支部事業負担金 10,009,370 10,009,370 0 0 0 0 10,009,370

受取消防人共済会負担金 0 0 0 0 0 111,760 111,760

⑥ 雑収益 2,355 2,355 0 0 0 82,442 0 84,797

雑収益 285 285 0 0 0 82,442 82,727

支部雑収益 2,070 2,070 0 0 0 0 2,070

経常収益計 56,745,120 56,745,120 0 3,529,450 3,529,450 8,490,810 0 68,765,380

（２）経常費用

① 事業費 56,454,108 56,454,108 241,782 3,358,141 3,599,923 0 0 60,054,031

役員報酬 6,448,170 6,448,170 0 113,206 113,206 6,561,376

給料手当 13,246,973 13,246,973 0 135,362 135,362 13,382,335

福利厚生費 3,116,035 3,116,035 0 63,662 63,662 3,179,697

賞与引当金繰入額 1,347,409 1,347,409 0 0 0 1,347,409

会議費 826,762 826,762 0 0 0 826,762

旅費交通費 1,419,107 1,419,107 0 0 0 1,419,107

通信運搬費 1,033,162 1,033,162 0 0 0 1,033,162

減価償却費 115,888 115,888 241,782 5,926 247,708 363,596

消耗什器備品費 270,060 270,060 0 0 0 270,060

消耗品費 6,978,523 6,978,523 0 0 6,978,523

印刷製本費 2,976,999 2,976,999 0 0 0 2,976,999

燃料費 163,617 163,617 0 0 163,617

借損料 5,542,498 5,542,498 0 0 0 5,542,498

諸謝金 50,000 50,000 0 0 0 50,000

退職者報償費 0 0 0 1,161,985 1,161,985 1,161,985

支払助成金 7,116,813 7,116,813 0 0 0 7,116,813

福祉増進事業助成金 0 0 0 1,768,000 1,768,000 1,768,000

修学奨励費 715,900 715,900 0 0 0 715,900

小計

正味財産増減計算書内訳表

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

科　　目

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計

内
部
取
引
消
去

合計
公１ 小計



（単位：円）

収１ 他１

施設貸与事業
消防職・団員を対象と
した消防互助事業及び

各種共済事業

小計
科　　目

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計

内
部
取
引
消
去

合計
公１ 小計

図書費 24,366 24,366 0 0 0 24,366

葬祭費 857,871 857,871 0 0 0 857,871

定例表彰費 862,590 862,590 0 0 0 862,590

傷病見舞金 0 0 0 110,000 110,000 110,000

報償費 1,774,124 1,774,124 0 0 0 1,774,124

商品仕入額 1,567,241 1,567,241 0 0 1,567,241

② 管理費 8,242,188 0 8,242,188

役員報酬 250,447 250,447

給料手当 188,697 188,697

福利厚生費 273,781 273,781

賞与引当金繰入額 56,142 56,142

会議費 454,750 454,750

旅費交通費 84,212 84,212

通信運搬費 337,106 337,106

減価償却費 84,973 84,973

消耗什器備品費 2,244 2,244

消耗品費 941,935 941,935

修繕費 366,080 366,080

印刷製本費 49,500 49,500

光熱水費 473,354 473,354

貸借料 484,853 484,853

借損料 1,024,981 1,024,981

災害保険料 37,510 37,510

諸謝金 393,650 393,650

租税公課 129,140 129,140

手数料 336,383 336,383

負担金 1,163,897 1,163,897

委託料 785,400 785,400

交際費 323,153 323,153

経常費用計 56,454,108 56,454,108 241,782 3,358,141 3,599,923 8,242,188 0 68,296,219

評価損益等調整前経常増減額 291,012 291,012 △ 241,782 171,309 △ 70,473 248,622 0 469,161

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 291,012 291,012 △ 241,782 171,309 △ 70,473 248,622 0 469,161

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

過年度修正益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0

固定資産除却損 66,960 66,960 0 0 0 44,640 0 111,600

経常外費用計 66,960 66,960 0 0 0 44,640 0 111,600

当期経常外増減額 △ 66,960 △ 66,960 0 0 0 △ 44,640 0 △ 111,600

他会計振替額 0 0 0 0 0

基本財産評価損益等

特定資産評価損益等

投資有価証券評価損益等



（単位：円）

収１ 他１

施設貸与事業
消防職・団員を対象と
した消防互助事業及び

各種共済事業

小計
科　　目

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計

内
部
取
引
消
去

合計
公１ 小計

税引前当期一般正味財産増減額 224,052 224,052 △ 241,782 171,309 △ 70,473 203,982 0 357,561

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額 224,052 224,052 △ 241,782 171,309 △ 70,473 203,982 0 357,561

一般正味財産期首残高 177,202,408

一般正味財産期末残高 177,559,969

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益

基本財産受取利息

一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額 0

指定正味財産期首残高 0

指定正味財産期末残高 0

Ⅲ　正味財産期末残高 177,559,969



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

普通預金（本部） 千葉銀行　県庁支店 事業活動資金として 23,315,680

普通預金(千葉支部) 千葉銀行　県庁支店 支部事業活動資金として 692,531

普通預金(東葛飾支部 千葉銀行　松戸市役所出張所 支部事業活動資金として 1,612,664

普通預金(印旛支部) 千葉銀行　佐倉支店 支部事業活動資金として 535,001

普通預金(香取支部) 千葉銀行　佐原支店 支部事業活動資金として 280,257

普通預金(海匝支部) 千葉銀行　旭支店 支部事業活動資金として 160,723

普通預金(山武支部) 千葉銀行　東金支店 支部事業活動資金として 97,713

普通預金(長生支部) 千葉銀行　茂原支店 支部事業活動資金として 221,559

普通預金(夷隅支部) 千葉銀行　大多喜支店 支部事業活動資金として 168,164

普通預金(安房支部) 千葉銀行　館山支店 支部事業活動資金として 130,256

普通預金(君津支部) 君津信用組合　本店 支部事業活動資金として 394,866

普通預金（本部） 千葉銀行　松ヶ丘支店 図書斡旋販売受入口座として 0

普通預金（本部） 千葉銀行　松ヶ丘支店 冊子・記章斡旋口座として 0

普通預金（本部） 千葉銀行　松ヶ丘支店 日本消防協会斡旋口座として 0

未収収益 120

棚卸資産 操法解説書、タイピン等の在庫 1,137,099

28,746,633

（固定資産）

基本財産 投資有価証券 千葉県債・千葉市債
管理運営財産であり、運用益を法人会計の財源にして
いる。

108,710,000

定期預金 千葉銀行　県庁支店
管理運営財産であり、運用益を法人会計の財源にして
いる。

390,000

（基本財産計） 109,100,000

特定資産 弔慰引当資産 千葉銀行　松ヶ丘支店 10,358,256

会館準備積立資産 三井住友信託銀行　千葉支店 消防会館修繕等準備預金 24,176,401

（特定資産計） 34,534,657

その他 建物 千葉県消防会館 共用財産として管理している。 6,692,436

固定資産 千葉市中央区仁戸名町666-2 公益目的保有財産：12.2%

収益事業等その他の業務の用に供する財産：87.8%

工作物 自家用受変電設備 共用財産として管理している。 204,000

千葉市中央区仁戸名町666-2 公益目的保有財産：60.0%

収益事業等その他の業務の用に供する財産：40.0%

車両運搬具 クラウン　１台 共用財産として管理している。

公益目的保有財産：60.0% 1

収益事業等その他の業務の用に供する財産：40.0%

（その他固定資産計） 6,896,437

150,531,094

179,277,727

（流動負債）

未払金 会計システム使用料金等に対する未払金 公益目的事業、法人事業等における未払費用 169,781

（未払金計） 169,781

預り金 社会保険、労働保険預り金 社会保険・雇用保険預り金 144,427

（預り金計） 144,427

賞与引当金 夏季賞与に対する12～３月分の引当金 1,403,550

（賞与引当金計） 1,403,550

1,717,758

（固定負債）

0

1,717,758

177,559,969

負債合計

正味財産

貸借対照表科目

固定資産合計

資産合計

流動負債合計

固定負債合計

（３）　財　産　目　録

令和６年３月３１日現在

流動資産合計

殉職者の弔慰金積立資産である。

1



1.　重要な会計方針

(1) 平成２４年度から「公益法人会計基準」（平成２０年４月１１日　平成２１年１０月１６日改正内閣

　　府公益認定等委員会）を採用している。

(2) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券：購入時の取得価額によっている。なお、取得価額と債権金額との差額について

重要性に乏しいため、償却原価法は採用していない。

(3) 固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却方法は、定率法で行っている。

(4) 引当金の計上基準

賞与引当金 :

役職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

(5) 棚卸資産の評価方法

棚卸資産の評価方法は、最終仕入原価法によっている。

(6) 消費税等の会計処理

消費税の経理処理は、税込方法によっている。

2.　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 (単位：円)

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券 108,694,145 15,855 0 108,710,000

定期預金 405,855 0 15,855 390,000

小　計 109,100,000 15,855 15,855 109,100,000

特定資産

  弔慰引当資産 10,058,256 300,000 0 10,358,256

  会館準備積立資産 24,176,401 0 0 24,176,401

小　計 34,234,657 300,000 0 34,534,657

合　計 143,334,657 315,855 15,855 143,634,657

3.　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 (単位：円)

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）

基本財産

投資有価証券 108,710,000 (0) (108,710,000) (0)

定期預金 390,000 (0) (390,000) (0)

小　計 109,100,000 (0) (109,100,000) (0)

特定資産

  弔慰引当資産 10,358,256 (0) (10,358,256) (0)

  会館準備積立資産 24,176,401 (0) (24,176,401) (0)

小　計 34,534,657 (0) (34,534,657) (0)

合　計 143,634,657 (0) (143,634,657) (0)

4.　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 50,187,545 43,495,109 6,692,436

工作物 6,800,000 6,596,000 204,000

車両運搬具 59,956 59,955 1

合　計 57,047,501 50,151,064 6,896,437

(4) 財務諸表に対する注記



5.　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

(単位：円)

千　葉　県　債 47,000,000 47,164,500 164,500

千　葉　県　債 31,710,000 31,716,342 6,342

千　葉　市　債 30,000,000 29,862,000 △ 138,000

合　　計 108,710,000 108,742,842 32,842

6.　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 (単位：円)

補助金等の名称　 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上の

記載区分

補助金

  地方公共団体補助金 千葉県 0 28,000,000 28,000,000 0 -
  日本消防協会補助金 公財）日本消防協会 0 5,896,833 5,896,833 0 -
  福祉共済事業補助金 公財）日本消防協会 0 3,726,530 3,726,530 0 -

合 計 0 37,623,363 37,623,363 0

7.　引当金の明細

引当金の内訳並びに、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 (単位：円)

目的使用 その他

賞与引当金 1,400,952 1,403,550 1,400,952 0 1,403,550

合　計 1,400,952 1,403,550 1,400,952 0 1,403,550

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３３条に規定する「重要な固定資産の明細」及び「引当金

の明細」は財務諸表に対する注記に記載しているため、附属明細書は作成しない。

科　　目 前期末残高 当期増加額
当期減少額

当期末残高

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益
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